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デ
ュ
ー
イ
と
大
正

デ
モ
ク
ラ

シ
ー

は

じ

め

に

日
本
が
第
二
次
世
界

大
戦
後
に
民
主
主
義
の
受

容
を
迫
ら
れ
た
時
、
再
認

識
さ
れ
た
デ
ュ
ー
イ
の
民
主
主
義
論
も
。
そ
の
四
半
世
紀
前
の
デ
ュ
ー
イ
来

日
講
演
の
折
り
に
は
、
大
正

リ
ベ
ラ
ル
達
に
訴
え
る
こ
と
が
少
な

か
っ
た
。

大
正

デ
モ

ク
ラ

シ
ー
の
主
な
担
い
手
た
ち

は
時
代
の
政
治
的
情
勢
の
影
響

に

よ
り
、
哲
学
的
に
は
ド
イ
ツ
観
念
論
と
宗
教
的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰

に
立

ち
な
が
ら
、
天
皇
制
と
帝
国
主
義
を
と
も

に
容
認
す
る
姿
勢
を
取

り
、
そ

の

点
で
の
妥
協
を
認
め
な
い
デ
ュ

ー
イ
と
の
間
に
溝
が
深
ま

っ
た
。

一
　

デ

ュ
ー

イ

の

大

正

デ

モ

ク
ラ

シ
ー

観

ジ

ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
（
一
八
五
九
－

一
九
五
二
）
は
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）

年
二
月
九
日
に
来
日
、
東
京
大
学
、
早
稲
田
大
学
等
で
講
演
を
行
い
、
四
月

岡
　

本
　

珠
　

代

二

八

日

に

は

離

日

し

て

、

中

国

に

向

か

っ

た

。

一
九

一

九

年

の

日

本

は

「
デ

モ

ク

ラ

シ

ー

運

動

が

最

高

潮

に

達

」

し

、

三

月

一

日

に

開

催

さ

れ

た

「
普

通

選

挙

期

成

同

盟

主

催

の

普

選

促

進

国

民

大

会

に

は

、

商

人

・

番

頭

・

職

工

・

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

の

各

世

代

の

民

衆

約

五

万

人

が

参

加

し

、

約

一

万

人

が

国

会

議

事

堂

ま

で

進

行

し

た

」
。

デ

ュ

ー

イ

夫

妻

は

こ

の

デ

モ

行

進

を

目

撃

し

た

と

い

う

。

デ

ュ

ー

イ

の

東

大

で

の

講

演

は

、
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と

題

し

て

行

な

わ

れ

。

講

演

録

は

翌

年

に

ア

メ

リ

カ

で

出

版

さ

れ

た

。

鶴

見

俊

輔

に

よ

る

と

、

初

回

約

千

人

を

集

め

た

連

続

講

演

は

、

回

を

追

う

ご

と

に

聴

衆

の

数

が

減

り

、

最

後

に

は

わ

ず

か

三

、

四

十

人

に

な

っ
て

い

た

。

他

大

学

で

の

講

演

で

も

、

何

の

新

味

も

な

い

と

批

判

す

る

聴

衆

が

多

か

っ

た

。

日

本

と

中

国

に

滞

在

中

に

妻

の

ア

リ

ス

と

と

も

に

ア

メ

リ

カ

に

い

る

子

供

た

ち

に

送

っ

た

手

紙

の

中

で

、

デ

ュ

ー

イ

は

日

本

の

要

人

や

学

者

か

ら

下

へ



も
お
か
ぬ
も
て
な
し
を
受
け

た
こ
と
を
当

惑
気
味
で

記
し
て
い
る
が
、
中
国

に
渡
っ
て

か
ら
は
、
書
簡
の
内
容
は
日
本
批
判
を
強
め
た
も
の
に
な
っ
た
。

デ
ュ
ー
イ
が
一
九
一
九
。
二
〇

年
に
発
表
し
た
講
演
録
や
評
論
は
三
十
余
編

の
多
き
を
数
え

る
が
、
滞
日
中
の
体
験
を
書
い
た
「
日
本
に
お
け

る
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム
」

と
い
う
評
論
は
、
日
本
の
政
治

・
経
済
・
文
化
的
状
況

を
か
な
り

的
確
に
捉
え
て
い
る
。
そ
の
内

容
を
要
約
す

る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
第
一
次
世
界
大
戦
参
加
に
よ
っ
て

日
本
の
経

済
は
農
業
か
ら
鉱
工
業

に

転
換
し

た
が
、
日
本
は
労
働
問
題

に
つ

い
て
西

洋
の
経
験
か
ら

学
ぶ
こ
と

な
く
。
劣
悪

な
労
働
条

件
、
小
児
・
女
性

労
働

、
不

衛
生
な
労
働
・
生
活

環
境

に
何

の
対

策
も
持

ち
あ

わ
せ
て

い
な
い
。

一
九
一
九
年
の
現
時

点
で

は
原
敬
内
閣

は
あ
い
ま

い
な
姿
勢
で
労
働
組
合

を
禁
止

も
合
法
化

も
し
て

い
な
い
。

知
識
人

の
中

に
は
昔
な
が
ら
の
儒
教

的
な
〈
仁
〉
の
原

理
で

労
使
関
係

を
処
理
し
て

い
け

る
と
考
え

る
人

々
が

い
る
が
、
西

洋
思
想
の
影
響
を
受

け

た
リ

ベ
ラ
ル
た
ち
に
と
っ
て

〈
仁
〉
原

理
は
封

建
思
想
の
名
残
り
に
す

ぎ
ず
、
労
働
者

は
自
分
達

の
権
利

を
主
張
す

ベ
き

だ
と
考
え
て

い
る
。
現

実

に
は
、
仁
政

論
者
た
ち

の
意
図

に
反
し
て

、
米

騒
動

が
〈
労
働
と
階
級

意
識
の
始
ま
り

へ
の
導
火
線
〉
と

な
っ
た
。
米

の
値
段
が
高
騰
し
、
ス
ト

ラ
イ
キ
が
蔓
延
し

、
労
働
問
題

は
行
き
詰
ま

っ
て

い
る
。
禁
止

さ
れ
て

い

る
社
会
主
義
へ

の
関
心
が
特

に
大
学
で
高
ま
り

、
あ
る
私

立
大

学
で

は
社

会
主
義
に
関
す

る
講
義
の
開
講
の
要
望
が
高

か
っ
た
。

デ
モ
ク
ラ

シ
ー
に

つ
い
て

は
東
京
大
学
で
も
学
生
達
が

『
デ

モ
ク
ラ
シ
イ
』

と
い
う
雑
誌
を

発

行

し

、

教

員

達

も

〈
黎

明

会

〉
（
一
九
一

八
年

に
吉
野
作
造
、
新
渡
戸
稲
造
、

大
山

郁
夫
ら
が
作

り
、
一
九
二
〇
年

に
解
散
－

筆
者
注
）
と

い
う

協

会

を

作

り

デ

モ

ク

ラ

シ
ー

思

想

を

広

め
て

い

る
。
『
改

造

』

や

『
新

社

会

』
と

い

っ

た

雑

誌

が

毎

月

の

よ

う

に
誕

生

し

て

い
る

。

一

方

、

リ

ベ

ラ

ル

グ

ル

ー
プ

の

一

派

は

、

天

皇

制

に

関
し

て

デ

モ

ク
ラ

シ
ー

と

折

り

合

い

を

つ
け

る
よ

う

に
努

め

て

い

る

。

彼
ら

が

言
う

に

は

、

天

皇

は

伝

統

的

に

人

民

の
福

利

に

こ

の

上

な

い

関

心

を
持

つ
人

民

の

父

な

の

で

あ

り

、
〈
人

民

の

た

め

の
〉

政

治

を

行

っ

て

い

る

と

い

う

点
で

は

日

本

は

歴

史

的

に

民

主

主
義

国

だ

っ

た
。

悪

い

の

は

天

皇
と

人

民

の

間

に

割

り

込

ん

で

き

た

寡

頭

政

治

家
達

な

の

で

あ

る

、

と

考

え

て

い

る
。
（
ち

な

み

に
、
こ
れ
は
〈
民
本
主
義
〉
を
標
榜
し
て
い
た
こ
ろ
の
吉
野
作
造
ら
の
主
張

へ
の

言
及
で
あ
る
―
筆
者
注
）

西

洋

人

は

日

本

の

神
道

も

神

政

政

治

も

本

気

で

取

り
上

げ

よ
う

と

し

な

い

が

、

日

本

で

は

天

皇
統

治

の

神

話

が

政

治

の

根

幹

に
す

え

ら

れ

、

日

本

人

の

生

活

の

隅

々
ま

で
徹

底

周

知

さ

れ

て

い

る
。
三

つ

の
神

話

が

中

心

神

話

を

支

え

て

い

る

。

第

一

は
、

日

本

民

族

の

均

質

性

で

あ

る
。

修

身

の

教

科

書

で

は

、

他

国

に

も
愛

国

心

と

親

孝

行

は

あ

る

が

、
こ

の

二
つ

が

全

く

一

致

し

て

い

る

の

は

日
本

国

の

み

で

あ

る

、

と

あ

る

。
第

二

の
神

話

は

、

皇

統

が

過

去

二
千

五
百

年

以

上

も

連

綿

と

途

絶

え

る
こ

と

な
く

続

い

て

き

た

と

の

主

張

で

あ

る

。
第

三

の

神

話

は

、

上

記

二

つ

の
神

話

の

総

合

と

し

て

、

日

本

民

族

の

繁

栄

は

一

に

か

か

っ
て

、

国

を

開

い

た

〈
皇

祖

・
皇

宗

〉

た

ち

の

諸

徳

の
賜

物

で

あ

る

、

と

の

主

張
で

あ

る
。

そ

れ

ゆ

え

、

皇



統
の
歴
史
と
修
身

は
学
校

の
必
修

科
目
で

あ
り
、

直
系

の
末
裔
た
る
現
人

神
の

〈
御
真
影
〉

は
死

を
賭
し
て

も
守
ら
ね
ば

な
ら
な
い
、
と
信
じ
ら
れ

て

い
る
。

し

か
し
、
こ

の
よ

う
に
反
動

的
な
思

想
状
況

な
が
ら
。
大
学
内
で
は
デ

モ
ク
ラ

シ
ー
思

想
が
育

っ
て

も
い
る
。
現

に
、
日
本
の
大
学
生
の
ク
ル
ー

プ
が
北
京

に
や

っ
て

来
て

、
日
本
の
対

中
国
政

策
を
批
判
し
、
共
通
の
敵

は
日
本

の
軍
事

独
裁
体
制
だ
と
言
明
し
た
。
た
し
か
に
、
日
本
の
デ
モ

ク

ラ
シ
ー
機
運

は
後
退
し
て

い
る
が
、
日
本
人
の
知
的
柔

軟
性
か
ら
よ
い
変

化
が
流

血
を
見

ず
に
起
こ
る
こ
と
も
期
待
で
き

る
。」

こ

の
よ

う
に
デ
ュ
ー
イ

は
、
中
国
滞
在
の
初
期

に
書
い
た
評
論
の
中
で

日

本

の
デ

モ
ク
ラ

シ
ー
運

動
の

状
況
を
述

べ
た
。
彼
は

一
九
一

九
年
五

月

に

〈
五
・
四
運
動
〉

を
経
験
し
た
が
、
鶴
見
は
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
デ
ュ
ー

イ

の
中
国

滞
在
中

の
一
九
一
九
年
五

月
四

日
に
、
国

立
北

京
大
学
の
学
生
た

ち
は
、
中

国
に
た
い
す
る
日
本
政
府
の
影
響
に
反
対

す
る
デ
モ
を
は
じ
め
た
。

〈
五

・
四

運
動

〉
と
呼
ば
れ
る
こ

の
抗
議
は
、
さ
ら

に
は

っ
き
り
し

た
形

を

と

っ
て
、
長
く
つ
づ
く
日
本
の
武
力
侵
略
を
は
ね
の
け
て
中
国
の
独
立
を

か

ち
と

る
、
ほ
と

ん
ど
三
十
年

に
わ
た

る
共
同

の
努
力

の
さ
き

が
け

と

な

っ

た
。
」
デ
ュ
ー
イ
は
二
年
後

に
中
国

か
ら
の
帰
国
途
中
、
日
本

に
立
ち
寄
り
、
そ

の
時
の
経
験
を
雑
誌
『
ニ
ュ
ー
・
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
』
三
六
三
号
に
「
日
本
に

お
け
る
世
論
」
と
題
し
て
発
表
し

た
。
彼

は
、
あ
る
日
本
人
リ
ベ
ラ
ル
と
中

国
人
教
育
者
の
対
話
を
最
初

に
紹

介
し
て

い
る
。
そ
の
日
本
人

は
日
本
の
対

中
国
政
策
に
批
判
的
な
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
隣
接
す
る
日
本
と
中
国
は
特
別

の
関
係
な
の
だ
か
ら
、
日
本
が
中
国

に
も
つ
関
心
は
当
然
で
あ
る
と
主
張
し

た
こ
と
に
対

し
、
相
手
の
中
国
人
が
反
論
し
て
、
日
本
は
自
国
の
問
題

の
解

決
に
腐
心
す
べ
き
だ
。
日
本
も
中
国
も
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
。
中

国
の
問
題
は
世
界
に
知
れ
渡
る
の
に
、
日
本
の
問
題
は
隠
蔽
さ
れ
て

い
る
と

こ
ろ
が
問
題
な
の
だ
と
指
摘
し
て
、
相
手
を
黙
ら
せ
た
と
い
う
。

デ
ュ
ー
イ
は
さ
ら

に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
中
国
で

は
政
府
が
弱
体
で
腐

敗
し
て

い
る
か
ら
、

か
え

っ
て
世
論
が
旺
盛
で
あ
る
。
反
動
軍
事
派
閥

が
外

交
を
除
く
政
府
の
実
権
を
握

っ
て
い
る
が
、
彼
ら
は
知
識
人
で
は
な
く
、
儒

学
に
も
無
縁
で
あ
る
。
一
方
、
教
育
者
階
級

は
政
府
批
判
で
一
致
し
て

お
り
、

だ
れ
も
が
リ
ベ
ラ
ル
で
社
会
の
近
代
化

に
熱
心
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本

で

は
中

央
集
権
政
府
が
強
大
で
あ
る
か
ら
世
論
の
形

成
が
難
し
く
、
批
判
的

思
考
は
憶
病
で

守
勢
に
ま
わ

っ
て
い
る
。
愛
国
心
は
一
個
の
宗
教
で

あ
る
だ

け
で

な
く
。
宗
教
が
文
字
通
り
愛
国

主
義
、
国
家
主
義
な
の
だ
。
愛
国
主
義

と
制
度
化
し
た
宗
教

は
、
批
判
的
思

考
や
自
由
な
討
論
を
嫌
悪

す
る
。
日
本

ほ
ど
、
反
政
府
批
判
を
す
る
の
に
勇
気
の
い
る
国

は
世
界
の
ど
こ
に
も
な
い
。

そ
れ
だ
け
に
、
自
分
が
滞
在
し
て
い
た
二
年
前

に
比
べ
て
、
今
回
の
再

度
の

訪
日
で
少
し
上
向
き

の
変
化
が
見
ら
れ
た
の
は
日
本

の
リ
ペ
ラ

ル
た
ち
の
勇

気
と
努
力
の
成
果
で
あ
ろ
う
。

デ
ュ
ー
イ

は
ま
た
、
日
本

の
民
主
化
に
は
外
国
の
民
主
勢
力
の
世
論
が
必

要
で
あ
る
こ
と
も
示
そ
う
と
し
た
。
天

皇
と
軍

と
官
僚
機
構
が
が

っ
ち
り
し
、

対
外
的
な
戦
争
の
た

び
に
強
く
な
る
国
家
の
政

治
に
民
主
的
な
性
格
を
も
ち



こ
む
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
リ
ベ
ラ
ル
で
さ
え
、
日
本
の
陸
海
軍
力
の
み
が

日
本
を
イ
ン
ド
や
中
国
と
同
じ
運
命
を
た
ど
る
こ
と
か
ら
救
っ
た
の
だ
と
信

じ
、
黄
色
人
種
へ
の
差
別

と
闘
う
に
は
軍
と
組
む
こ
と
も
辞
さ
な
い
と
言
う
。

日
本
の
世
論
の
民
主
化
の
た
め
に
は
、
諸
外
国
の

ア
ジ
ア
人
差
別
が
撤
廃
さ

れ
、
移
民
政
策
の
公
正

さ
が
優
先

さ
れ
る
べ
き
だ
、
そ
う
す
れ
ば
軍
部
が
世

論
を
抑
え

る
こ
と
な
く
、
リ
ベ
ラ
ル
で
平

和
愛
好
的
な
世
論
が
育
つ
だ
ろ
う
、

と
い
う
の
が
デ
ュ
ー
イ
の
主
張
で
あ
り
、
ア

メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
政
策
を
も
批

判

す
る
内

容
を
も
っ
て
い
た
。

こ

う
し
た
デ
ュ
ー
イ
の
意

識
と
大
正

デ
モ
ク
ラ

シ
ー
運
動
当
事
者
の
意
識

の
間

に
は
大
き

な
落

差
が
あ

っ
た
。

そ
こ

で
、
彼
が
日
本
の
聴
衆

に
提
示

し

た
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
論

の
中
心
的
主
張

を
一
瞥

し
て
み

る
。

ニ
　

デ

ュ

ー
イ

の
デ

モ

ク

ラ

シ
ー

論

『
哲
学

の
改

造
』

の
内
容
要

約
を

各
章

ご
と
に
列
挙

す
る
と
、
（
一
）
観

念

論
の
否
定

、
（
二
）
経
験
論
の
称
揚
、
（
三
）

科
学
に
よ
る
自
然
支
配

、
（
四
）

経
験
の
自
己
創
造
性
、
（
五
）
観
想

か
ら
実
践

へ
、
（
六
）

道
具
主
義

の
主
張

、

（
七
）
デ

モ
ク
ラ

シ
ー
の
意
味
、
（
八
）
社
会

哲
学

の
再
構

築
、
と

い
う
こ
と

に
な
る
。
デ

ュ
ー
イ
は
、
デ
モ

ク
ラ

シ
ー
論

の
根
幹

を
な
す
平
等
主
義
を
哲

学
だ
け
で
な
く
科
学
論
に
も
適
用
す
る
。

ギ
リ
シ
ャ
古
典
哲
学
も
ド
イ
ツ
観

念
論
も
、
哲
学
的
に
は
固

定
し
た
目
的
論
的
宇
宙
観

・
自
然
観
に
立
ち
、
上

は
尊

く
、
下

は
卑
し
い
上
下

の
秩

序
を
前
提
と
す
る
。
だ
が
ベ
ー
コ

ン
以

来

の
経

験
論

は
、
人
間

が
不
動

の
目

的
に
向

か
う
宇
宙
の
動
き

に
受
動
的
に
従

う
の
で

は
な
く
、
自
然
に
手
を
加
え

改
造
し
意

の
ま
ま

に
従
わ
せ
る
こ

と
が

で
き

る
こ
と
を
教
え
た
の
で

、
宇
宙
論
的
大
目
的
の
代
わ
り
に
自
然
の
利
用

と

い
う
目
標
を
人
間
が
も
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
科
学
革

命
を

経
て
近
代
科
学
が
成
立
し
た
が
、
哲

学
の
改

造
と

は
新
し
い
自

然
観
に
立
っ

て
思
考
の
枠
組
を
根
本
的
に
変
え

よ
う
と
す

る
こ
と
で
あ
る
。
新
し

い
思
考

の
論
理
は
、
概
念
や
観
念
や
理
論
が
、
固
定
し

た
秩
序
の
表
現
で

は
な
く
、

変
化
す
る
現
実
や
人
間
に
障

害
と
な
っ
て

い
る
事
実

に
つ
い
て

の
仮
説
で
あ

り
、
道
具
と
し
て
問
題
解
決

に
役
立
つ
か
ど
う

か
に
よ

っ
て

、
そ
の
正

し
さ

が
検
証
さ
れ
る
性
質

の
も
の
で
あ

る
。
今
も
、
古
い
観
念
論
の
残
滓
が
哲
学

改
造
の
動
き

を
阻
止

し
て

い
る
が
、
そ
れ
を
一
掃
す
る
の
が
二
十
世
紀
の
知

的
課
題
で

あ
る
。

デ
ュ
ー
イ
は
、
封
建
制
度

か
ら
民
主
主
義
へ
の
変
化

が
科
学
と
政
治
の
世

界
に
平
行
し
て

起
こ
っ
て

い
る
と
み

る
。
科
学
の
封

建
制
と

は
天
上
を
支
配

す
る
理
念
的
な
力
を
尊
し
と
し

、
地
上

の
も
の
を
動
か
す
力
を
低
級
と
見
る

見
方
で

あ
る
が
、
科
学
革
命

に
よ

っ
て
、
個
別
的
な
事
象
は
平
等
で
上
下
の

差
別

の
な
い
民
主
主
義
的
自
然
観

に
移
行
し
た
。
差
別

の
撤
廃
と
平
等
の
実

現
が
社
会
制
度
に
お
け

る
近
代

の
指
標

に
な

っ
た
の
と
同
様
で
あ
る
。
デ
ュ

ー
イ

は
社
会
の
成
立
過

程
の
説
明
と
し
て
、
仮
説
と
し
て
の
社
会
契
約
説
を

受
け

容
れ
、
そ
れ
を
成

立
さ
せ
る
も
の
と
し
て
の
政
治
的
・
宗
教
的
・
倫
理

的
な
個

人
主
義

を
主
張
す
る
。
個
人
が
諸
種
の
封
建
的
な
権
威
か
ら
解

放
さ

れ
、
自
分
自
身

の
良
心
・
意
見
・
表
現
の
自
由
等
の
権
利
に
基
づ
い
て
行
動

す

る
姿
を
描
き
出

す
。
近
代
人

は
「
自
分
で
思

考
し
、

観
察
し
、
実

験
す



る
」

態
度

を
身

に
つ
け
た
が
、
こ
れ

が
民
主

主

義
の

促
進

に
役

立

っ
た
。

デ
ュ
ー
イ
の
意
味
す

る
民
主
主
義

は
特
定

の
政
治
形

態
で

は
な
く
、
社
会
の

全
般
に
行
な

わ
れ

る
べ
き
自
由
で
平
等
な
意
思

決
定
の
あ
り
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ

は
、
他
者

と
の
偏
見

の
な

い
共

感
的
態

度
を
持

つ
こ

と
で

も
あ

る
。

デ
ュ

ー
イ

に
と
っ
て

の
民
主
主
義

的
な
人

間
像
は
「
豊
か
な
共
感
、
鋭
い
感

受
性
、
不

愉
快
な
こ
と
に
直
面

し
た
場

合
の
不

屈
の
態
度
、
分
析
や
決
定
の

仕
事
を
知

的
に
行

う
だ
け

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
関
心
」
の
持
ち
主
で
あ
る
。

民
主
主

義
的
な
人
間
の
行

為
に
は
固
定
し
た
最
終
目
的
な
ど
は
な
く
、
学

問
で
も
実

践
で

も
具
体
的
な
人
間
の
苦
悩
を
発
見
す
る
の

に
役
立
ち
、
そ
れ

を
救
済
し
て

人
生
の
苦
痛
を
除
去
す
る
計
画
の
開
発

に
役
立
つ
も
の
が
道
徳

的

な
も
の
に
な
る
。
固
定
し
た
目
的
や
静
的
な
結
果
で

は
な
く
、
成
長
や
改

良
や

進
歩

の
過
程
が
重
要

で
あ
る
。
目
的
の
完
成
で

は
な
く
、
あ
る
目
的
を

完

成
さ
せ
仕
上
げ
る
過
程
そ

の
も
の
が
生

き
た
目

的
と
な

る
。
「
成
長
そ
の

も

の
が
、
唯
一
の
道

徳
的

〈
目
的
〉
で

あ
る
。
」
そ

う
な
る
と
、

哲
学
の
意

味
も
変
わ

っ
て
く

る
。
哲
学

は
悪
の
問
題

に
つ

い
て

、
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
や

ペ
シ
ミ
ズ
ム
論
争

に
陥
る
代

わ
り

に
「
別

の
義
務

を
引
き
受

け
る
Ｉ

ど

ん

な

に
慎
ま

し
い
仕
方
で
も

、
人
類

の
不
幸

の
原
因

の
発
見
を
助
け

る
方
法

に

寄
与
す

る
と
い
う
義
務
で

あ
る
。
」

社

会
制

度
の
も
つ
目
標
も
、
制
度
の
統
合
性
や
秩
序
の
維
持
が
重
要

な
の

で

は
な
く
、
社
会
の
成
員
で

あ
る
個
人
の
能
力
を
「
人
種
、
性
、
階
級
、
経

済

的
地
位
に
関
係
な
く
」
解
放
し
開
発
す
る
こ
と
で
あ
り
、
制
度
の
価
値
は

各
個

人
を
そ
の
可
能
性
一
杯
ま
で

教
育
す
る
か
否
か
で
テ

ス
ト
さ
れ
る
。
民

主
主
義
的
な
生
活
態
度
と
と
も
に
、
す

べ
て

の
意
思
決
定
過
程
に
お
い
て
、

平
等
で
自
由
な
形
態
が
民
主
主
義
的
生
活

を
実
現
す
る
手
段
と
な
る
。
そ
れ

に
は
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
共

有
、
共
同
参
加
」
が
三
大
要

素
と
し
て

あ
る
。
こ
れ
ら

は
目
的
と
手
段
を
固

定
化
し

な
い
デ
ュ
ー
イ
が
「
道
徳
的

な

法
則
お
よ
び
目
的
を
普
遍
化
す
る
唯
一

の
現

実
的
な
道
」
と
呼
ぶ
も
の
で

あ

る
。

コ
ミ

ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
の

役
割

は
大
き

く
、
「
善

は

コ
ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
の
み

存
し
存
続
す
る
。
」
の
で

、
民
主
主
義
は
何
よ
り

も

参
加
民
主
主
義
と

い
わ
れ
る
形
態
を
取

っ
て

、
社
会
の
成
員
が
問
題
解
決
と

価
値
の

創
造

に
い
た

る
ま
で
共
同
作
業
に
携
わ
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
。
ち

な
み

に
、
共
有

は
生
産
手
段
の
共
有
で

は
な
く
意
思

決
定
手
段
の
共
有
な
の

で
あ
る
。
こ

う
し
た

デ
ュ
ー
イ
の
デ
モ

ク
ラ

シ
ー
論
は
、
日
本
で
は
政
治
形

態
を
論
ず
る

デ
モ
ク
ラ

シ
ー
（
政
治
的
デ
モ

ク
ラ

シ
ー
）
論
だ
け
で
な
く
、

社
会
や
人
間
関
係

に
関
す
る
デ

モ
ク
ラ

シ
ー
（
社
会
的
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
）
論

に
対

し
て

も

刺
激

剤

に
な

っ
た

は
ず
で

あ
る

が
、

大
正

デ

モ

ク
ラ

シ
ー

論
争
史

の
中
で
公
認

さ
れ
た
形
跡
が
見
え
な

い
。

三
　

大
正

デ

モ

ク

ラ

シ
ー

の
民

本

主

義

大
正

デ
モ

ク
ラ

シ
ー
論
は
二
百
本
以
上

の
論
文

に
な

っ
て
現
れ
た
。
民
本

主
義
に
関
し
て
い
え
ば
、
吉
野
作
造

の
「
憲
政

の
本
義
を
説
い
て

そ
の
有
終

の
美
を
済
す
の
途
を
論
ず
」

と
題
す

る
論
文
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

吉
野
の
こ
の
論
文
と
わ
ず
か
三
年
後

の
デ
ュ
ー
イ
来
日
時

に
発
表
さ
れ
た
同

じ
く
吉
野
の
小
論
「
デ
モ

ク
ラ

シ
ー
と
基
督
教
」

の
間

に
は
顕
著
な
変
化
が



あ

る
。

吉
野
作
造
は
右
の
「
憲
政
の
本
義
…
…
」
論
文

の
中
で
、
デ

モ
ク
ラ

シ
ー

の
意
味
に
、
主
権
在
民
と
人
民
本
位
の
政
治
の
二
つ
が
あ
る
と
認

め
た
。
し

か
し
、
前
者
は
日
本
の
君
主
国
体

に
あ
わ
な
い
危
険
思
想
で
あ
り
、
政
治

は

「
国
家
の
主
権
の
活
動

の
基
本

的
の
目

標
は
、
政
治

上
人
民

に
在

る
べ
し
」

と
い
う
意

味
で

民
本
主
義

が
適
切
な
の
で
あ
る
と
し
た
。
つ
ま
り
主
権
の
主

体
を
問

わ
ず

に
、
主
権

の
行
使

の
目
的
を
確
認
す
る
立
場
で

あ
る
が
。
主
権

行

使
の
目

的
は
、
人
民

の
利
益

・
幸
福
・
意
向
に
あ
る
。

人
民

の
意
向
を
無

視
し
て
、
人
民
の
利
益
を

の
み

は
か
る
と
す
る
の
は
昔
な
が
ら

の
パ
タ
ー
ナ

リ

ズ
ム
や
王
道
思
想
に
前
例
が
あ

る
が

、
吉
野

は
人
民
の
意
向
を
汲
み
上

げ

る
こ
と
を
理
想
と
す
る
政
治
と
い
う
考
え
を
盛
り
込
み
、
民
衆
代
表
を
含
む

代
議
員
に
よ
る
議

会
政
治
の
実
現
を
め
ざ
す
。

天
皇
制
と
い
う
国
体
は
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
で
、
主
権
在
民
を
受
け
容
れ

る

余
地
は
な
い
、
と
考
え

る
吉
野
の
民
本
主
義
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
も
矛
盾

し
な
い
「
主
権
」
観

の
妥
協

か
ら
来
て
い
る
。
吉
野
作
造
の
「
人
間
形
成
・

思

想
形
成

は
…
…
キ

リ
ス
ト
教
に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
…
…

。
と
く
に
、
信
仰

上
の
"
師
”
で
あ
る
海
老
名
弾
正
の
人
格
的
・
思
想
的
影
響
は
見
逃
す
こ
と

の
で
き
な

い
要
素
で
あ
る
」
と

の
観

察
は
少

な
く
と
も
彼

の
著
作

に
よ
っ
て

も
裏
付
け
ら
れ
る
。
吉
野
は
学
生
時
代

か
ら

海
老

名
弾
正

の
本
郷

教
会
の
広

報
活
動
に
熱
心
だ
っ
た
。
吉
野
の
み

な
ら
ず
大
正
リ

ベ
ラ

ル
の
多
く

が
キ
リ

ス
ト
教
を
標

榜
し

た
。
彼

ら
は
西

洋
文
明
へ

の
キ
リ

ス
ト
教
の
寄
与

を
評
価

し
た
が
、
唯
一
神
教

の
キ
リ

ス
ト
信
仰
と
天
皇
制
を
妥
協
さ
せ
、
ま

た
キ
リ

ス
ト
教
が
天
皇
制
と
帝
国
主
義
の
両
者
と
も
に
両
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
の

見
方
を
も

っ
て
い
た
。

だ
が
吉
野

は
生
涯
を
民
本
主
義
一
辺
倒
で
通
し
だ
の
で
は
な
く
、
デ
モ
ク

ラ

シ
ー
観
の
軌
道
修
正

が
試
み
ら

れ
た
。
彼

は
デ
ュ
ー
イ
来
日
中
の
一
九
一

九
年
三
月

に
、
か
つ
て

自
分
が
編

集
者

を
し
て
い
た
本

郷
教

会
の
機

関
誌

『
新
人
』

に
寄
せ
た
小

論
「
デ

モ
ク
ラ

シ
ー
と
基
督
教
」

の
中
で

次
の
よ
う

に
述
べ
る
。
今
ま
で

は
。
民
主
主
義

の
政
治
的
側
面

を
強
調
し
て
き
た
が
、

近

ご
ろ
は
家

庭
内
で
亭
主
が
妻
や
女
中
を
困
ら
す
よ
う

な
こ
と
が
あ
る
と
デ

モ
ク
ラ
チ

。
ク
で

な
い
と

い
う
風
潮
が
生
ま
れ
て

い
る
。
言
葉
の
乱
用
か
も

し
れ

ぬ
が
、
も

は
や
政
治
だ
け
に
限
る
こ
と

は
で
き
な
く
な

っ
た
。
そ
れ
で

は
、
政
治
や
倫
理
や
教
育
に
共
通
の
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
本
質

と
は
何
か
。
そ

れ

は
カ
ソ
ト
の
思
想
と
も
通
ず
る
人
格
主
義
で
あ
る
。
人
格
主
義
が
働
く
に

は
宗
教
的
信
仰
の
助
け
が
必
要

だ
。
人
格
主
義
が
生
き
て
い
る
宗
教

と
い
え

ば

キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
す
べ
て
の
人
、
一
人
一
人
を
神

の

子
と
し
て
尊
重
し
、
そ
の
信
仰
は
社
会

の
各
方
面
に
現

れ
て

直
ち
に
デ
モ
ク

ラ

シ
ー
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
う
し
て

吉
野
に
よ
れ
ば
、
人
格
尊
重
を
共
通
項
と
し
て

キ
リ

ス
ト
教
と

デ
モ
ク
ラ

シ
ー
が
直
結
す
る
。
そ
し
て
、
「
デ

モ
ク
ラ

シ
ー
の
比

較
的
最
も

よ
く
行

な
は
れ
て
居

る
の
は
基
督
教
の
信
仰
の
最
も
強
き
国

に
於
て
で
あ
る
。

而
し
て
基
督
教
的
信
仰
が
夫
れ
自
身
デ
モ
ク
ラ
チ
ッ
ク
・
ス
ピ
リ
ッ
卜
と
し

て
、
社
会
各
方
面
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
徹
底
的
実
現
を
助
長
促
進
し
つ
ゝ
あ

る
こ
と

は
疑
を
入
れ
な

い
」

と
言
い
、
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
進
歩
と
キ
リ
ス
ト



教
精
神
の
発
達

は
相
補
的

に
進
行
す

べ
き

も
の
と
す
る
。
吉
野
は
こ
こ
で
デ

モ

ク
ラ
シ
ー
を
政
治
制
度

に
限
定
す

る
従

来
の
見
解
を
改
め
、
人
間
関
係
の

基
本
的
な
姿
勢
を
表
現
す
る
〈
デ
モ
ク
ラ
チ
ッ
ク
・
ス
ピ
リ
ッ
卜
〉
と
い
う

用
語

を
用

い
て
、
社
会
的
デ
モ
ク
ラ

シ
ー

に
肩
入
れ
を
す
る
。
と
こ
ろ
で
海

外
経

験
も
豊
か
だ

っ
た
吉
野

が
日
常
生
活

に
お

い
て
内
弁
慶
の
デ

モ
ク
ラ
シ

ー
論
者
で
あ

っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
、
友
人

の
栗
原
基

の
娘
の
証
言
が
あ

る
。

そ
れ
に
よ
る
と
吉
野
は
自
分
で
繕

い
も
の

を
上
手

に
こ

な
す
人
で
あ
り

。
ま

た
ひ
そ

か
に
不
遇
な
留
学
生
を
援
助
す

る
慈
愛

の
人
だ

っ
た
。

た
だ
し

、
女

性

は
政
治

に
向

い
て
い

な
い
と

い
う
理
由
で

参
政
権

を
認

め
な
い

立
場

を

取

っ
て

い
た
。
ち
な
み
に

ア
メ
リ

カ
で
女

性
の
参
政
権
が
認
め
ら

れ
た
の
は

一
九
二
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
。

吉
野
と
同
じ
く
民
本
主
義
を
と

な
え

、
の
ち
に
社
会
主
義
に
転
じ

た
大
山

郁
夫
も

ま
た
キ
リ
ス
ト
教

の
影
響

を
受
け

た
思
想
家
だ
が
、
吉
野

と
同

じ
こ

ろ

に
デ
モ

ク
ラ

シ
ー
観
を
改

め
て
い
る
。
以

前

に
唱
え
て

い
た
「
内
に
民
本

主
義
。
外
に
帝
国
主
義
」

ス
ロ
ー

ガ
ン
の
矛
盾
を
反

省
し
、
一
九
一

九
（
大

正
八
）
年
八
月
号
の

『
我
等
』
に
「
社
会

改
造

の
根
本
精
神
」
を

書
き
、
モ

の
中
で

〈
デ
モ
ク
ラ
チ

ッ
ク

ー
プ
リ

ン

シ
プ

ル
〉
を

称
揚
し
、
ま

た
「
知
識

階
級
と

労
働
者
」
（
『
我
等
』
大
正
八
年
九
月
号
）
を
書

い
て
労
働
者

階
級
と

知

識
人

の
協
力
関

係
を
説

い
た
。
「
社
会
改

造
の
根

本
精
神
」

の
中
で
、
大
山

は
世
界

大
戦
後

に
政
治
思
想
家

た
ち
が
制
度
と
し
て
の
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
か
ら

生
活

意
識
の
根
本
で
あ

る
〈
デ
モ
ク
ラ
チ
ッ

ク

ー
プ
リ
ン

シ
プ

ル
〉
に
対

し

て

関
心

を
寄
せ

る
よ

う
に
な

っ
た

（
大
山

の
言
葉
で

は

「
内

観
的

に
傾

い

た
」
）
事
情
を
語

っ
て
い
る
。
一
方
で

は
、
大
戦
後

は
表
面

的
に
は
デ

モ
ク

ラ

シ
ー
に
代

わ
っ
て
「
改
造
」
や
「
解
放
」
と
い
う

ス
ロ
ー

ガ
ン
が
掲
げ
ら

れ

る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
デ

モ
ク
ラ

シ
ー
の
精
神
を
深

め
よ
う
と
し
て
い
る

人

た
ち
も
少

な
か
ら
ず

い
る
。
社
会
改
造
は
〈
デ
モ
ク
ラ
チ
ッ

ク

ー
プ
リ
ン

シ
プ
ル
〉

に
よ
る
以
外

に
な

い
。
〈
デ

モ
ク
ラ
チ
ッ
ク
・
プ
リ

ン

シ
プ
ル
〉

と

は
、
個
人

の
政
治
的
・
社

会
的
・
文
化
的
活
動
の
機
会
を
増
大
し
、
精
神

生
活
の
自
由
発
展

を
可

能
に
し
、
「
人
間

ら
し
く
活
き
る
」
こ
と

を
実
現
す

る
こ
と
を
目

的
と
す

る
原

理
で

あ
る
。
こ

の
大
山
の
主
張
の
趣
意

は
デ

ュ
ー

イ
の
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
論
に
酷
似
し
て

い
る
。
し
か
し
。
こ
の
評

論
で
引
証
さ

れ
て
い
る
の
は
デ
ュ
ー
イ
で

は
な
く
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
で
あ

る
。

ち
な
み

に
、
ア

メ
リ

カ
で

デ

ュ
ー
イ

の
影
響
を
受
け
、

日
本

に
プ

ラ
グ

マ

テ
ィ
ズ

ム
の
紹
介
を
し
た
と
さ
れ
る
田
中
王

堂
（
一
八
六
七
－

一
九
三
二
）
が

一
九
一
九
年
の
『
中

央
公

論
』
七
月
号
に
発
表
し
た
「
徹
底
個

人
主
義

者
の

社
会
生
活
観
」
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ

セ
ル
な
の
で
あ
る
。

む

す

び

―
デ
ュ
ー
イ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
再
考

デ
ュ
ー
イ

は
相
手

を
責

め
な
い
温
厚
な
人
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る

が
、
そ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
も
多
様

な
文
化
形
態
を
容
認
す

る
複
眼
的
な
ア

プ

ロ
ー
チ
を
取

る
。

だ
が
彼
が
日
本
に
お
け

る
講
演
を
観
念

論
へ
の
攻
撃

か

ら
始
め
た
の
は
正

攻
法
で

あ
っ
た
と
は
い
え

、
大
正

知
識
人
に
は
効
果
的
で



は
な
か

っ
た
。
非

キ
リ

ス
ト
教
徒
で
あ

っ
て
も
キ
リ
ス

ト
教

に
親
し
み
を
も

ち
ド
イ
ツ
観
念
論

に
依
拠
す
る
大
正
リ
ベ

ラ
ル
に
し
て
み

る
と
、

そ
の
ど

ち

ら
に
も
批
判
的
な
態
度
を
取
る

デ
ュ
ー
イ

に
傾
聴
で
き
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
体
制
と
結
び
つ
い
た
日
本
型

キ
リ

ス
ト
教
と
は
無
縁
の
プ

ラ
グ
マ
テ
ィ

ズ

ム
の
立
場
か
ら
、
天
皇
制
と
帝
国
主
義

に
つ
い
て
日
本

の
リ

ペ
ラ
ル
た
ち

の
妥
協
の
仕
方
を
批
判
し

た
こ
と

は
彼

に
対
す
る
拒
否
反
応
の
理

由
に
な
っ

た
だ
ろ
う
。
客
観
的
に
は
、
大
戦
以
降
に
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
日
本
人
の
反

米
感
情
も
デ
ュ
ー
イ
敬
遠

に
つ
な
が

っ
た

か
も
し
れ
な

い
。
ま

た
、
の
ち
に

社
会
主
義
に
傾
斜
し
た
大
正

デ

モ
ク
ラ

シ
ー
思
想
家
は
、
国
内

の
経
済
問
題

の
重
要
性

に
圧
倒
さ
れ
て
日
本
の
大
陸
政
策
に
注
意
を
払
え
な
く

な
っ
て

い

た
こ
と
も

事
実
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
結
局
、
吉
野
ら
の
デ

モ
ク
ラ

シ
ー
観

の

軌
道
修
正

も
実
を

結
ぶ
こ
と

な
く
。
政

治
の
民
本
主

義
運
動

も

潰
え

て
し

ま

っ
た
。

デ
ュ
ー
イ
の
デ
モ

ク
ラ

シ
ー
論

は
、
差
別
と
不
平
等
の

な
い
自

由
な
人
間

関
係
の
間
に
行
な
わ
れ
る
意
思
決
定
過
程
で
常

に
実
現
さ
れ

る
べ
き
原

理
で

あ
り
、
政
治
体
制
と
そ
の
意
思
決
定
の
場
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず

、
人
間

の
共

同
生
活
の
全
局
面
に
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
示
さ
れ

る
人
間
像

は
、
年
齢

に
関
係
な
く
一
生
成
長
し
続
け
、
能
力
の
自
己
開
発
と
社
会

の
問
題

解
決
に

積
極
的
に
携
わ
る
存
在
で
あ
る
。
こ
の
人
間
観
・
社
会
観

は
カ
ン
ト
の
よ
う

な
ド
イ
ツ
観
念
論
の
思
想
と
両
立
し
え
な

い
も
の
で
は
な

い
。
完

全
な
平

等

が
実
現
す

る
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ

ク
な
共
同
体
で
は
、

カ
ン
ト
の

い
う
目

的
の

国

の
共
同
体
と
同
じ

く
、
人
々
が
互
い
の
人
格
を
尊
重
し
て
決
し
て
手

段
と

し
て
の
み
扱
わ
ず
互
い
を
生
か
し
あ
う
。
た
だ
し
、
近
ご
ろ
、
デ
ュ
ー
イ
に

か
ら
め
て
も
主
張
さ
れ
る
Ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｄ
　
R
ｏ
ｒ
ｔ
ｙ
ら
の
共
同
体
主
義
論
（
い
わ

ゆ

る

コ

ミ

ュ

ニ

タ

リ

ア

ユ

ズ

ム

）

は

ロ

ー

カ

ル

な

伝

統

の

み

を

重

ん

じ

、

自

由

で

平

等

な

人

間

関

係

や

意

思

決

定

の

過

程

を

軽

視

し

、

グ

ロ

ー

バ

ル

な

視

点

を

持

ち

え

て

い

な

い

点

で

、

デ

ュ

ー

イ

の

思

想

と

は

大

き

な

隔

た

り

が

あ

る

こ

と

は

確

認

し

て

お

く

必

要

が

あ

る

。

(
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太
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雅
夫
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
研
究
－
知
識
人
の
思
想
と
運
動
』
新
泉
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一
九
九
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年
ｐ
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年
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５
４
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デ
ュ
ー
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ョ
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学
の
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造
』
清
水
幾
太
郎

・
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水
禮
子

訳
　

岩
波

文
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一
九
六
八
年
ｐ
. １
７
９
．
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1
0）
　
太
田
雅
夫
編

『
資
料
　

大
正
デ
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ラ
シ
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論
争
史
』
全

二
巻
　

新

泉
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一
九
七
一
年
。
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吉
野
作
造

『
岡
義
武
編
　

吉
野
作
造
評

論
集
』
岩
波
文
庫
　

一
九
七
五

年
。

（
1
2）
　
太
田
雅
夫

『
大
正

デ
モ

ク
ラ
シ
ー
研
究
－

知
識
人

の
思
想
と
運
動
』

新
泉

社
　

一
九
九
〇
年
ｐ
．
 ９
３
．

（
1
3）
　
吉
野
作
造

『
近
代
日
本
思
想
体
系

一
七
　

松
本
尊
充
編
　

吉
野
作

造
集

』
筑

摩
豊

房
　
一
九
七
六
年
ｐ
ｐ
. ２
０
５
-０
９
．

（
1
4）
　
菊
沢
喜
美
子

『
思
い
出
の
父
　

栗
原
　

基
』
（
非
売
品
）
　一
九
六
九
年
ｐ
.２
３
．

（
1
5）
　
吉
野
作
造

「
婦
人
の
政
治

運
動
」
『
新
女
界

』
一
九

一
五

年
五
月

号

『
近
代

日
本
思
想
体
系
一
七
　

松
本
尊
充
縉
　

吉
野
作
造
集
』
筑
摩
書
房
　

一
九
七

六

年
ｐ
ｐ
．４
４
-４
９
.

（
1
6）
　
大
山
郁
夫
「
社
会
改
造
の
根
本

精
神
」
『
我
等
』
一
九

一
九
年
九
月

号

『
近

代
日
本
思
想
体
系
三
四
　

鹿
野
政
直
緇
　

大
正
思
想
集
Ⅱ
』
筑
摩
書

房
　

一
九

七
七
年
ｐ
ｐ
.１
１
-１
９
．

（
1
7）
　
田
中
王
堂

「
徹
底
個
人
主
義
者

の
社
会

生
活
観
」
『
中
央

公
論
』

一
九

一
九

年
七
月
号
『
近
代
日
本
思
想
体
系
三
四
　
鹿
野
政
直
編
　
大
正
思
想
集
Ⅱ
』
筑

摩
書

房
　
一
九
七
七
年
ｐ
ｐ
． ６
５
-８
１
．

（
1
8）
　
野
沢
　

豊

「
中
国
革
命

・
ロ
シ
ア
革
命

へ
の
思
想
的
対
応

」
『
古

田
光

・
作

田
啓
一

・
生
松
敬
三
編
　

近
代
日
本
社

会
思

想
史
Ⅱ
』
有
斐
閣
　

一
九

六
一
年

p
.
４
９

（
お
か
も
と
・
た
ま
よ
、
哲
学
・
生
命
倫
理
、

広
島

県

立

保
健

福

祉

短

期

大

学

教

授

）
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